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定員が指導i:練室尋スペースとの関係

で適切である

職員の配置数lj過切でおる

事業所の設備博について.′ 〈リアプリー化

の配慮が適切になされている
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業務改善を遮めるための200Aサイクル(目
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アセスメントを適切に行い.子どもと .護者

の=―ズや課題を客製的に分析した■て.

放課後等ディサービス計画を作成している
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に.標準使 れたアセスメントツールを模用
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活動プログラムの立案をチームで行oてい

る
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旱6.休 日.長期休暇に応して.課題をきあ

細やかに設定して支置している
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子どヽ の状況に応して.個別活動と察団活
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動亜 宜組み合わせて放課後琴デイサービ

ス計画を作成している
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支颯終了後には.購員i.1で 必ず打合せを

し.その日行ゎれた支援の振り返りを行い
.

気付いた点帯を共有している

.● |`0''●
',●

,''●●●●,■ ●ヽ ●●●
'■

|● ●●ヽ ,``●

●:● ,11●

`′

―・ ,●′
`,`´

●●|●

'●
●
'|'●

.`.t.日々の支援に関して正しC録 をとることを

徹底し.支口の様証・改善|=つなけている

`●
●,|■ ■,,,,|● ●●●●.● ●,|●■ヽ

'|●
●● ■ヽ,,′′■●

|●●,||● |
定期的にモ=タリングを行い漱 課後等デイ

サービス:l回の見直しの必要性を‖1断 して

いる

,,● |ヽ´||● ●●ヽ |`ヽ●●●●●●●●|●

適
切
な
支
積

の
提
供

1,
ガイドラインのお側の基本洒動を複数組み

合ゎせて支援を行oている
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障害児相談東瞑卒業所のサービス担当者

会:[|,そ の手どもの状況に精通した最もふ

さゎしい者,`多画している
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学校との情報共有 (年間計画・行事予定絆

の交換.子どもの下,ヽ時刻の確認等).連絡

調整(送迎あの対応.ト ラブ′1発生時の連

絡)を適切に行っている

医療的ヶァが必勁 子どもを受け入れる場

合は.子どもの主治医キと運幡体制を整え

ている

■学前に利用してぃた保0所や幼稚卿.認

定ことも園.児童発達支援率業所専との間

で1=離共有と相互理解に勢めてぃる
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る場合.それまでの支猥内容等の情報を提
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B頃から子どもの状況を保議者と伝え合
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保護者の対応力の向上を図る喪点から.保

崚者に対してペアレント‐ドレーニング等の支

援を行っている

鍾芭漫程.■根の内容.利用者負担零につ

いてT事な説明を行つている
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支|=し ている

子どもや保護者からの咎情について.対応

の体制を整備するとともに.子どもゃ保護者

に周知し.苦情があった場合に迅速かつ適

切に対応している
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を発行し.活動概要や行椰

予定.運絡倅銅等の11線 を子ともや保脹書

に対して発信している

障がいのある子どもゃ保護者との意思の疎

壼や情報伝達のための配慮をしているet
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緊急時対応マ=ェアル.1'犯マニユアル.感

染症対応マニュアルを策定し.職員や保贖

者に同知している
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非常災害の発生に備え廊 期的に超難.執
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膚待を防止するため.に員の研修機会を確

保する等.遇切な対応をしている
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どのような場合|=やむを得ず身体

うかについて.阻縦的に決定し.子どもや保

護者に事前に十分に説明し7解を,た上

で.放課後琴デイサービス計画に記載して

いる
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